
｢解説」

混在岩相と大型化石産出の意義

緒言

ここ30年ほどの間に、世界や日本の地質

学会に大きな学問的進歩が生じた。その大き

な要因としてプレート・テクトニクスの導入

が上げられる。プレート説はすでに，田村

(1994）によって熊本地学会誌にその概要は

述べられているので参照されたい。

ここでは、本題に入る前に木村（1991）の

資料を参考にして、付加作用｡'によって形成

される堆積岩コンプレックス（混在岩相)*２

について解説する。

堆積岩コンプレックスはブルドーザーで押

されて掃き寄せられていく土砂に例えられる。

それは、堆積盆地を埋積した地質体とは異な

り、堆積物を受け止める底が静止したもので

はなく、動いているベルトコンベアーのよう

なもので大陸縁まで運ばれた海洋性堆積物が、

そこで粗粒な陸源物質と混合され大陸縁に次々

に付加したものと考えられている。

付加・混合の過程には、スラスト掌3(水平）

を主とする衝上断層、オリストストロームペ

メランジュペそしてダイアピル･‘等が認め

られている。このような付加過程で形成され

た堆積岩コンプレックスは、以下にのべるよ

うに従来の堆積体とは著しく異なった産状を

示す。

①地層

従来の地層では、整合、不整合、断層関係

等で説明されるが、堆積岩ゴンプレックスで

は、これらでとらえられない関係、“密着接

触＝堆積接触関係”がある。－オリストスト

ロームやメランジュー

②地層単元

専門用語は＊を付して文末に説明してい

るので参照されたい。

熊大・教育田中均

堆積盆で堆積した地質体では、層（For‐

mation)・層群（Group）で地層区分を行う

が、付加過程で地層の累重関係が壊され、異

地性岩体としての海洋プレート念8物質が混在

している地質体においては、そのような地層

単元は適当ではない。付加コンプレックスで

は、岩相ユニット（LithologicUnit）だけ

ではなく岩相椴造ユニット（Lithotectonic

Unit)としても地層を区分する必要がある。

すなわち、地層区分において、年代・岩相層

序が類似していても、変形構造に違いがあれ

ば異なるユニットとして識別することが必要

である。

③混在岩相の発連

同相は、ｍスケールから地質図で表記でき

るサイズまでのクラスト傘7およびスラブ事７そ

れらを取り囲む泥質岩基質からなる。その成

因は、断層、海底地すべりおよびダイアピル

．等がある。一般にこれらの地質体をメランジュ

と呼んでいる。

④スラスト覆瓦構造｡6の発達

⑤海洋プレートの存在（オフィオライト率：

玄武岩溶岩等）

ここでは、上記内容のうちの混在岩相から

産出する大型化石（後期三畳紀二枚貝化石）

の意味と地質調査法について宮崎県鞍岡地域

の大石層を例に具体的にのべる。なお、本稿

は地質学雑誌（1995,101,262-265）に掲載

された内容を、一部修正加筆したものである。

宮崎県鞍岡地域から産出した

後期三畳紀二枚貝化石

はじめに

宮崎県鞍岡地域の陸棚中生界は、上部三畳

－２－



系の室野層（宮崎県、1981）および戸根川山

層（斎藤・神戸、1954)、上部ジユラ系大石

層（松本・平田、１９７０；村田、1981)、下部

白亜系戸川層、笠部層、芝の元層および高畑

層に区分されている（斎藤・神戸、１９５４；寺

岡、1970)。このたび時代決定に有効な後期

三畳紀二枚貝化石を発見した地点は、祇園山

南方および北東部の上部ジュラ系大石層、祇

園山北方の笠部隠道南側の笠部層（寺岡，

1970）の分布域からである（Fig.1)。

Fig.１位置図（地形図は国土地理院発行

５万分の１「鞍岡」を引用）

これらの化石は、当地域の時代論および構

造論に関して重要な意義をもつと考えられる

ので、岩相、地質年代の概要および大石層の

堆積環境について報告する。

地質概要

大石層は斎藤・神戸（1954）によって命名

され、シルル系祇園山層の南側に接し、大石

ノ内より大石を経て高千穂町杉ケ越東方まで、

長さ約121,1,幅200～900ｍにわたり分布し

ている。主にアルコース質砂岩と、砂岩頁岩

互層からなり、中部に厚い喋岩層を挟むとさ

れている。地質年代は、斎藤・神戸（､1954）

は不明としたが,松本・平田（1970）はアン

モナイトAzjJtzCostgphα"ｚ４ｓｓｐ・を報告し、、

上部ジュラ系の可能性を示唆した。その後、

村田（1992）は泥質岩中よりPseudo‐

dictyomitracarpaticaを含む放散虫群集を

報告し、その地質年代をキンメリッジーティ

トン期寧１，とした。

後期三畳紀二枚貝化石は上部ジュラ系大石

層分布域内の二ケ所の地点から産出した。こ

れらの地域の踏査ルート位置図(Fig.2),ルー

トマツプ（Fig.3,4）および柱状図（FYg､6）

を示し、岩相および化石産出地点を説明する。

ジュラ紀放散虫化石はFig.2の★から得られ

た。また、祇園山北方の笠部隠道南側の後期

三畳紀二枚貝化石産出地域は、従来下部白亜

系笠部層が分布するとされていたところであ

る。この地域はその北東約3.5kmに分布する

Fig.２踏査ルート位置図Ａ～Ｄのルート

は柱状図（Fig.５）に対応する。

１．大石層２．中～後期ジュラ紀放散

虫化石産出地点３．衝上断層露頭位置

－３－



上部三畳系室野層の延長部にあるため､室野
層相当層として位置づけることができる。当

地域のルートマップを示し（Fig.5)，岩相お

よび化石産出地点を説明する。なお、数字は

露頭番号であり、ＬＯＣ､1～LOC､９は化石産出

地点である。

祇園山南方の大石眉（Fig.3）

大石層は北側をシルル系祇園山層(露頭⑥

と、南側をジュラ系揺岳層とそれぞれ断層で

隔てられて、200～900ｍの幅で細長く帯状に

分布する。地層の走向は東ｵ陳一西南西で北

および南側へ急傾斜する。本層は砂岩頁岩互

層のターピダイトからなり、塊状あるいは厚

層砂岩、頁岩層およびスランプ喋岩を挟在す

る岩相を呈する。おおまかな砂岩頁岩互層か

らなるターピダイトは、露頭①,②,⑦,⑪，

⑫で観察され、砂岩は級化成層をなすととも

にグレーワッケ型の砂岩を主体とする。この

ターピダイト層は地層の擾乱が著しく、露頭

②で見られるように地層が逆転している部分

もある。

また、ターピダイトを形成する頁岩層（露

頭①）は、凝灰岩の薄層を挟在し多くの植物

・園｡図・雪‘富･函'国c団圃ＺＩ圃
ｊＡＥ●Ｉ、

Fig.３大石層.の模式ルートマツプ

ａ：喋岩，ｂ：砂岩，ｃ：砂岩頁岩互層，。：

頁岩，ｅ：スランプ喋岩，ｆ：破砕帯，ｇ：

酸性凝灰岩，ｈ：白亜紀層，ｉ：祇園山層，

ｊ：二枚貝化石，ｋ：植物化石，ｌ：断層

片（LOC､1）を含んでいる。このターピダイ

トから時代決定に有効なジュラ紀型放散虫化

石が大石峠の北東の林道沿いの露頭から得ら

れた（団9.2の★)。放散虫化石はＡｒ℃ﾉiaeo‐

diC妙omjtmsp.，ＨＳ皿ｍｓｐ.，乃・jcoJocqpsa

sp･ＣＯ"e剛caMatsuoka，好jCoZoc叩satetm-

gomMatsuokaが同定された。スランプ喋

岩層（層厚，５～10ｍ）は、露頭①,②,⑩，

⑫で観察され、一般に亜円～円形の細～小喋

からなり比較的淘汰はよい。喋組成は個数比

の平均値であるが、チャート４７％、砂岩２６

％、酸性凝灰岩13％、流紋岩質砂岩、緑色

岩および粘板岩がそれぞれ4％である。基質

は砂質から砂質泥岩である。砂岩層は塊状お

よび厚層砂岩（露頭⑤,⑨,⑩）からなり、

三畳紀後期二枚貝化石は、露頭の灰色塊状細

粒砂岩から産出する。産出化石はZbsqp“t”，

Ｍ３’tj“，ＣｿMCm2y8などの二枚貝（LOC､2）

と属種不明の一個体のアンモナイトの破片お

よび密集した腕足類化石（LOC,3）である。

露頭の磯岩層は、小喋～巨喋（最大径50ｃｍ

の花嵐岩）からなり淘汰が悪い。操組成は、

黒瀬川構造帯起源の圧砕花嵐岩（20％)、酸

性凝灰岩（23％)、流紋岩質砂岩（11％）が

平均54％を占め、チャート（26％)、緑色岩

(2％)、砂岩（15％)、粘板岩（1％）等が約

45％である。従来、この磯岩は大石層の構成

メンバーとして考えられていたが、喋岩層の

追跡（露頭⑬,⑮,⑱,⑲）および操組成の

検討結果から、大石層を不整合に覆う喋岩で

ある。さらに、その疎岩層の上位に位置する

頁岩層（露頭⑮）から植物化石αndqphje6js

sp・が産出する（ＬＯＣ､4)。破砕帯は、露頭⑥，

⑧,⑭で見られ、含喋泥岩様の岩相を呈する。

祇園山北東の大石眉（Fig.4）

大石層は、北西側を鞍岡火成岩の花嵐岩

(露頭⑬）および祇園山層（露頭⑭,⑮)と、

断層で隔てられて幅広く分布する。地層の走

向は東北東～西南西を示し、全体的には北東

－４－



方向が優勢である。傾斜は北および南に急傾

斜する。大石層を柵成するターピダイトやス

ランプ喋岩は、それぞれ露頭①,③,④,⑤，

⑦,⑪および露頭で観察される。

･園｡園昌‘冒・園，図画回･園‘国ｊ負。。！★．、

Ｆｉｇ４大石層の副模式ルートマツプ

ａ：礎岩，ｂ：砂岩，ｃ：砂岩頁岩互層，ｄ：

頁岩，ｅ：スランプ喋岩，ｆ：酸性凝灰岩，

ｇ：流紋岩質砂岩，ｈ：花嵐岩，ｉ：祇園山

層，ｊ：二枚貝化石ｂｋ：カルシュームーガー
ネット砂岩，ｌ：放散虫化石，ｍ：断層

ターピダイトは、砂岩の層厚が10～20cm，

頁岩のそれが5～15cmの互層であり、祇園山

南側のターピダイトより細かい互層である。

スランプ際岩層（露頭⑥）はその中に砂岩の

薄層を挟在し、一般に亜円～円形の細～小磯

からなり比較的淘汰はよい。喋種は主にチャー

ト、砂岩、酸性凝灰岩、流紋岩質砂岩等より

なる。中～細粒の厚層砂岩層（露頭⑨）は淡

緑色を呈し、その厚層砂岩中の細粒砂岩から

密集したMO7zotjSを産出する（ＬＯＣ､5)。ま

た、露頭,の淡灰色の中～粗粒厚層砂岩は、

カルシュウムーガーネットが多く含まれる砂

岩であり、これは八代地域のペルム系球磨層

(MiyamotoandKuwazuru，1993）に特徴

的な砂岩と同じである。頁岩層(層厚3~5m）

は露頭⑧,⑫で観察され、暗灰色を呈し明瞭

な層理を示し、露頭⑫のレンズ状珪質頁岩層

からはペルム系の放散虫化石，Ｆｂ"jCucu地s

sp､を産出する（ＬＯＣ､6)。ＬＯＣ､５の後期三畳

紀二枚貝化石産出地点とＬＯＣ､6のペルム紀放

散虫化石地点は後者を下位にして一連の堆積

物とみなされる可能性もあるが、それらの間

には、大石層プロパーのターピダイトが分布

しており、化石を産出するそれぞれの地質体

はブロックとして考えている。

祇園山北方の室野眉（Fig.5）

笠部隠道付近に分布する地層は、北東-南

西方向の断層によって、ゴ晒側がペルム系の

鏡山層(露頭⑫)と南東側が上部三畳系室野層

とに区分される。地層の走向は北東一東北東

で北および南に急傾斜する。

室野層は砂岩頁岩の厚層の互層（露頭①，

⑨）からなる。後期三畳紀二枚貝化石は、露

頭③,④,⑥の淡緑灰色の中粒～粗粒塊状砂

岩から産出する。産出化石種は、Mmotjs

ocﾉbotjazocﾉbotjCa（ＬＯＣ､９)，ＭＯＣ〃otjaz

dとnsjStr"tａ（LOC､7,8）である。また、化

石は産出しないが、同様の淡緑色砂岩が露頭

②,⑤,⑦でもみられる。露頭⑩の膜岩層は、

亜円～円形の小～中喋からなり比較的淘汰は

よい。畷組成（Fig.5）は砂岩（45％）およ

びチャート（32％）が圧倒的に優勢で、少量

の酸性凝灰岩（6％）および頁岩（9％）を伴

。園｡園｡畠‘曇･国'国9国｡園‘Ａ１、

Fig.５室野層の副模式ルートマップ

ａ：喋岩，ｂ：砂岩，ｃ：砂岩頁岩互層，。：

頁岩，ｅ：蛇紋岩，ｆ：破砕帯，ｇ：戸川層，
ｈ：鏡山層，ｉ：二枚貝化石，ｊ：断層
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い、白亜系戸川層下部の牒岩に対比できる。

この操岩層と上部三畳系室野層は、露頭③，

⑨で確認されるように断層関係である。

地質構造

大石層の走向は東北東一西南西で北および

南に急傾斜する。主体をなすターピダイト層

一 Ｎ４０Ｅ－－０

Fig.７後期三畳紀二枚貝化石産出地点の露頭スケッチ

１：砂岩，２：頁岩，３：含喋泥岩，４：破砕頁岩，５：崖錐，６：二枚貝化石産出地点

Photo､－１大石層上に黒瀬川構造帯構成岩類

（祇園山層）が衝上している露頭

は地層の擾乱が激しく、部分的に地層の逆転

も認められる。シルル系祇園山層と大石層の

関係は、前者が後者の上に衝上しているのが

大石越えの北東約850ｍ付近で観察される

(Fig.２の→，Photo､-1)。そこでは、衝上断

層の上盤が祇園山層の堅硬細密な酸性凝灰岩

からなり、一方下盤は大石層を織成する砂岩

頁岩互層からなるが著しく破砕されているの

が見られる。この衝上断層の走向傾斜はＮ４５

ｏＥ,35.Ｎである。なお現在、この断層露頭

は法面保護のためのセメント吹き付けが施さ

れており観察できない。大石層とその南側に

分布するジュラ系揺岳層とは、露頭で直接観

察することはできないが、踏査結果から走向

傾斜が約N70oE，高角度北傾斜の断層と考

－
，

９

９

'回３回，国《国ｓ函‘蕊７富,□

Fig.６大石層の柱状図

１：花樹岩，２：酸性凝灰岩，３：含喋泥岩，

４：砂岩，５：傑岩，６：砂岩頁岩互層，７：

頁岩，８：化石産出層準☆中～後期ジュラ

紀放散虫化石産出層準



Photo､－２後期三畳紀二枚貝化石が産出した

塊状砂岩の露頭

えられる。

大石層から発見された後期三畳紀二枚貝化

石(Fig.3）は、ブロック状の塊状砂岩から産

出し、その周辺部は破砕泥質岩（cataclastic

mudstone）および含篠泥岩（pebblymud‐

Stone）からなる（Fig.７，Photo､-2)。

このブロック状の塊状砂岩を含む地質体の

走向傾斜は大略N80oE,５０～60.南傾斜を示

し、大石層プロパーの砂岩泥岩互層の走向傾

斜と斜交する。また、破砕泥質岩は塊状砂岩

の周囲に特に認められることから、ブロック

として混入した塊状砂岩がその後の地殻変動

のため再配列した結果、あるいは塊状砂岩の

周辺の泥質岩に集中的に応力が働いた結果生

じたものと思われる。

地質時代、対比および堆積環境

時代決定に有効な後期三畳紀二枚貝化石が

得られたのは、祇園山の山頂から南南西約

800ｍ（Fig.３に示す露頭）の灰色塊状細粒砂

岩であり、２１０s”ecte7zsuzu城suzu陶茄（ＫＯ‐

bayashi)，Myti〃ｓ（FtzZcjmaj"〃s)G/:”saj

Kobayashiandlchikawa，Ｏ/zkzmツｓ砿

"zQ/SisoujcsjKobayashiandlchikawaがそ

れぞれ同定された｡これらの化石は、四国の

川内ケ谷層群から産出する化石種と共通して

いる。Tbsqpecte〃suzuh筋は、九州では熊本

県の田浦層（松本。勘米良，1964)，贋河内

層(田村。村上，1985)，宮崎県の戸根川山層

（田村,1960)、大分県の樫峰層（Tanaka，

1989）から報告され、大部分がHtzZo6jaと

共産している。川内ケ谷層群およびその類似

層からは、アンモナイトの産出は少なく、そ

れによる正確な時代区分はまだ確立していな

い。しかしながら、四国の川内ケ谷層群のア

ンモナイトの研究（Bando，1964）によれば、

恥Zo6ia-jIbsqpecten,bedはＰａｒαかαc伽ｃｅｒａｓ

ｎ.sP.を産し、中期カーニァンと考えられて

いる。祇園山北東の大石層（Fig.4）からは、

Monotisochoticaochotica（Keyserling）

が産出する。また、祇園山北方の笠部随道付

近の室野層（Fig.5）からは、〃o7zotjsocﾉio‐

〃cadazsistrjata（Teller）が産出する。

〃o7zotjsの分類および時代はＡｎｄｏ（1987）

によって総括されており、それによれば

Ｍｂ"o〃sochoticaの両亜種の地質時代は、

おおよそノーリアンと考えられる。しかしな

がら、Ｍ・ocﾉbo〃cadensjs姉ａｔαは、ＭＯＣﾉｶo‐

tjcaocho"Ｃａの祖先にあたる（Ando，1987）

ので、室野層のモノチス層は大石層のそれよ

り層序的に下位に位置することになる。九州

でのモノチス層は、Ｍｏ"otisscut肋7．mjs，

.Ｍ､ochotjCade7zsis'1,7､ｊａｔａ，ＭＯＣ/zotjcaocﾉｶo‐

腕Ｃａが産する大分県の鷲谷層（安藤。野田°

佐藤,1987)、Ｍ､ochoLicaが産する宮崎県の

戸根川山屑（村田，１９８１）、ＭＯＣﾉｶoitjca

de〃sis城ａｔα，Ｍ､ochotjcaocﾉi,ｏ腕Ｃａを産す

る熊本県の荒瀬ダム（Tamura，1965)、

Ｍ､ocﾉioticadeﾉzsjsZrjata，Ｍ､ocﾉto〃ｃａｏｃﾉio‐

腕Ｃａを産する三坂地域(勘米良１９５１)、Ｍ・
ocho〃cadensjsかj-ataJMoc加肱caocﾉio〃cα，

Ｍ,ｍａ６の、αを産する深山谷地域（Ando，

1987)、Ｍ､Cf,typicaを産する鵬河内層（田

村。村上，1985）等がある。

また、大石層の主体をなすタービダイト層

から時代決定に有効な放散虫化石が得られた
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（Fig.2の★)。検出された放散虫化石は、

Ａﾉ℃ﾉbaeodiC妙omjtomsp.，碓皿ｍｓｐ.，

乃jcoJoc叩saconej6aMtztsuoha.，Z1rjcoJo‐

capsatetmgoﾉzaMatsuokaである。このう

ち、乃jCoZoaIpsacoFze.cαおよびTItet庇190ｍ

はMatsuoka（1983）によって四国の佐川周

辺地域の珪質岩より最初に記載されている。

､両種はＴ・conexa帯（MatsuokaandYao，

1986）の特徴種であり、Ｙａｏ（1990）による

同帯の年代は後期パジョシアン～前期オクス

フォーディアンである。また、Matsuoka

（1983）によると、Ｔ､tetragonaの産出は

Ｔ・conexa帯の中部に限られている。したがっ

て、このターピダイト層の年代は前期カロピ

アンを示すものと考えられる。

さらに、大石層中の珪質頁岩および泥質岩

から時代の異なる２つの放散虫化石群を産出

した。ＬＯＣ､６（Fig.4）の珪質頁岩からは、保

存不良であるがFbZZjcucuZZhjs（?）ｓｐ・を産

出し、二畳紀新世を示す｡Fig.２の露頭番号

④の頁岩からは乃jasazmpemoUaが産出し、

その年代はカーニアン～中期ノーリアンを示

す（Yao，1990)。

以上述べてきたように、大石層の特徴は、

後期三畳紀二枚貝化石を産出する塊状あるい

は厚層砂岩や全く異質なペルム系球磨層に特

徴的な砕屑性カルシュウムーガーネットを含

む砂岩等の連続性が悪いこと、それらの砂岩

の周囲に分布する中～上部ジュラ系のターピ

ダイト相やペルム系の頁岩層と生層序関係が

認められないこと等である。これらの特徴は、

後期三畳紀二枚貝化石を含む砂岩がブロック

として混入していることを示している。また、

室野層のMonotisを産出する塊状砂岩は大

石層のそれと比較して規模が大きいが、その

分布状況や周辺部にはタービダイト相の砂岩

頁岩互層が分布することから大石層と同じよ

うにブロックとして混在していると考える。

大石層や室野層の堆積場は、黒瀬川構造帯

構成岩類（祇園山層等）がより南側の地質体

２重塞睦＝‐零超鞄

黒

謹髪菱繍菱i琴
'画2霊3重4国s回e回
Ｆｉｇ．８大石層の堆積場

１：花樹岩，２：シルルーデポン系，３:ベ

ルム系,４:三畳系,５:緑色岩,６:チャート

(揺岳層）に衝上するときに、その前縁部の

凹地に黒瀬川輔造帯構成岩類が崩壊崩落する

とともに乱泥流や海底地すべりを含む堆積物

重力流によって、その前縁の堆積盆地や海底

へ乱泥流となって流れ込むことによって形成

されたと考えられる(Fig.8)。

その時期はターピダイト層形成時期の中～

上部ジュラ紀である。したがって、大石層は、

黒澗I|構造帯を構成するペルム系から上部三

畳系陸棚堆積物や鞍岡火成岩、祇園山層を構

成する酸性凝灰岩等のブロックを含む混在岩

相として見ることができる（Fig.6のB)。な

お、九州の各地のモノチス層の一部は、大石

層のようにブロックとしてターピダイト相の

砂岩頁岩層中に混入している可能性があり、

その泥質部から放散虫化石等を検出して総合

的に検討を加える必要がある。

最後に、大石層の構成メンバーとして考え

られていたFig.3の露頭③の畷岩層は、調査

の結果大石層を不整合に覆う喋岩である。こ

の基底礎岩層の特色として、横成喋に多くの

花閥岩藤が加わることである。西南日本外帯

の白亜系の堆積物に花嵐岩喋が顕著に認めら

れるのは、例えば四国の日比原層下部層の喋

岩層（田代，1993）や熊本の日奈久層下部層

の磯岩層（田代・池田，1987）等からであり、

その地質時代はアプチアンである。したがっ
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て、この際岩層はアプチアンの時期に堆積し

た可能性が高い。

あとがき

現在の地体構造区分における秩父帯中帯

(黒瀬川帯）や秩父帯南帯（三宝山帯）にお

いて、三畳紀二枚貝等の化石が産出する地質

体がブロックであることを証明することは、

困難である場合が多い。研究者によって、地

質観が異なれば同じ露頭を観察したとしても

見解に大きな相違が生じることになる。この

ような背景のもとで、自分の主張を展開ずる

には、例えば大型化石の産出のみで地質を議

論することは極めて危険である。複数の異な

る研究手法を用いて総合的に検討を加えなけ

ればならない。

ここでは、堆積学的手法（カルシュウムー

ガーネットの分析）と微化石的手法（放散虫

化石）を組み合わせた研究法を紹介させて頂

いたが、これが会員の方の教育・研究の一助

になれば幸いです。

最後に、放散虫化石に基づく時代論につい

て御教示を頂くとともに放散虫化石写真を提

供して頂いた曽我部淳博士にお礼申し上げ

る。
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Fig.９大石屑および室野層から産する後

期三畳紀化石

fbs”cc“SMZl”iSlｲzIJ城（Kobllyashi）
1．IntemalmoldoIleftvalve；×０．４ＬＯＣ、２．

２．ＩｎｔｅｍａｉｍｏＩｄｏｆＩ･ightvalve；×０．６ＬＯＣ､２．
３．IntemalmoldofrightvalVe；×０．６ＬＯＣ,２．
４．ＲｕｂｂｅｒｅｘｔｃｍａｌｃａｓｔｏｆＩｅｆｔｖａｌｖｅ；×０．７

ＬＯＣ､２，

CAIamyssp・Ｃｆ.Ｃ”』q/Siso"icsiKobayashiand
lchikawa

5、RubberextemalcasLofrightvalvｅ：×０．７
ＬＯＣ・３

Ｍ〕I雌（s(”にi加y"A(S）ｓｐ、Ｃｆ．Ｍ・（F,）７zasaj
Kobayashiandlchikawa

6・Extemalcasto｢ｒｉｇｈｔｖａｌｖｃ；×０．６ＬＯＣ・３

Ｍb7zo"SOCﾉlOli“OcﾉzOZica（KeySerling）
7．Intemalmoldofleftvalve;×０．６ＬＯＣ､９．
８．ＩｎｉｅｍａｌｍｏｌｄｏｆｌｅｆＬｖａｌｖｅ；×０．７ＬＯＣ､5
10．Internalmoldoflenvalve；×０．５ＬＯＣ,５

１１．IntemaImoldofrightvalve；×０．５ＬＯＣ‘５
１２．Ｉｎｔｅｍａｌｍｏｌｄｏ「ｒｉｇｈｔｖａｌｖｅ；×Ｏ５Ｌｏｃ、
５

Ｍ．InternalmoIdo〔ｒｉｇｈｔｖａｌｖｅ；×０．６ＬＯＣ･９

Mb71O"SOCﾉＩＣ"CadG71SiSZγiα“（Teller）
９．ｌｎｔｅｍａｌｍｏｌｄｏ［jeflvalVc；×０．７ＬＯＣ､８．

１３．RubberexternaicasLofleflvalve:×0.6
ＬＯＣ､７．

BrachiopOdagencLsp・indJeL
１５．CrowdedoccurrenceonaslabwiLh

Brachiopoda,siliceoussandstone；×０．２ＬＯＣ､３
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Ａ，付加作用

Fig.１０

｜
■
『
。
■ 凸

５

Fig.１０中期ジュラ紀放散虫化石

1-2．IIlricolocapsaconexaMatsuoka，１．×260.2．×２７９３．’IIricolicapsatetragona

Matsuoka，×１９６４．Archaeodictyomitrasp.，×２７９５．Parahsuumsp.，×260
６．Hsuumspsp.，×196

【用語の解説】

＊１付加作用

海洋プレートが大陸プレートの下に沈み込

む場である海流では、陸から大域の土砂や、

海洋プレート上の厚い堆職物が運び込まれて

いる。岩盤である海洋プレートの大部分は沈

み込むが、堆職物は沈み込めず、掃き寄せら

れ、大陸縁辺部につぎつぎと押しつけられる。

このような作用を付加作用とよび、その結果

できる地質体を付加体、あるいは付加プリズ

ムと呼んでいる。

海瀧堆械物

＊２堆積岩コンプレックス

堆積岩コンプレックスは、主に堆積岩から

(付加作用のモデル）
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．‘１ｍ・兎質
一小岩塊Ｓｈ８Ｉ

なり、複雑な地質構造や混在相が発達する岩

相を呈し、５万分の１縮尺の地図に表現でき

る規模の地質体のことである。

Ａ・地損岩コンプレックス

一一

●

SGdimeht81yC⑥ｍｐＩ錘 B,混在遇
ＭｉｘｅｄｒｏＣｋ

一
雲
一

一§1謙

国磯：,｡“

~ｩ一一

鹿大一一一一 弓Ⅳ

注入性メランジユ

～

－１２－

－ザ

ランジュの成因の一つとして考えられている。

付加体はプレートの沈み込み帯にあるので、

プレートの沈み込みに伴い圧縮を受け、つい

には破壊され断層などが生じる。その際、高

い間隙水圧や液化したガスはこの断層の割れ

目を使って一気に解放される。そのときに割

れ目の壁面を破壊し､､物質の混合が起こると

いうのである。注入性メランジュとも呼ばれ

ている。

＊９オフィオライト

構造帯に産する超塩基性岩、塩基性岩類、

およびチャートなどの深海堆積岩類の成層し

た複合体のこと。海洋性リソスフェア（プレー

ト）の断片と見なす説が多い。

遍質
ｅｍ８１ｎＸ

CI8S1

(堆積コンプレックス･混在岩の概念図）

J上里』
断田

FeuI1

断面図

覆瓦構造の模式断面図

箪喜=≦
注入性メランジュのモデル

＊３スラスト（衝上断層）

卜購側が下盤側にのし上げた緩傾斜（ふつ

う45｡以下）の傾斜移動型断層のことである。

＊４オリストストローム

Flores（1955）が提唱した用語であり、泥

質岩層の優勢な地層群が海底地すべりにより

遠方に移動し、再堆積した堆積層のことであ

り、この用語には成因が含まれている。その

内部では異質岩石が混合し、種々の大きさの

岩石片を含み、ときには１３に及ぶものもあ

る。語源はギリシャ語で「すべる」という意

味のolisthainoと「層」という意味のstroma

である。

＊５メランジュ

Greenly（1919）によって提唱され、せん

断による構造的プロセスによって形成された

混在相とされた。しかし、その後メランジュ

の成因については、構造的プロセス以外にも

堆積プロセスやダイアピルなどが認められ、

更にこれらが複合している例なども報告され

てきた。そのため、最近ではメランジュを単

に混在相をなす岩体として記載的用語として

用いることが多い。

＊６ダイアピル

ダイアピルとは注入摺曲作用によって生じ

た地質構造のことを意味するが、最近ではメ

｡●●

＊７クラストとスラブ

混合相において、泥質基質に包有される岩

塊（block）を、５万分の１縮尺の地質図に

図示できる厚さ５０ｍ以上のものをスラブ

(slab)，それより小さいものを小岩塊（clast

orfragment）と呼んで区別するｂ

＊８覆瓦構造

同方向に傾斜した衝上断層により、岩層が

細分化され、ブロック化し、それぞれの地塊

が屋根瓦を重ねたように一方向に押しかぶせ

ている構造。



地質時代区分、放射年代、海水準変動、古地磁気変動（l-Iarlandら、1992より平野編集）
地質時代区分と海水準の変化がよく対応することがわかる。0

＊１０地質時代区分
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